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クール•ドライダクティーの機能及び使用例 


G 令風（イオン）運斬 j 

参コンプレッサー（圧縮機）により、湿気のかない冷たい空気を、前面の吹出口より吹き出し、 
同時に除湿もおこないます。（排気口からは熱風を吹き出します。）マイナスイオン吹出口か 
らはマイナスイオンを発生します。ただしダクトグリルを吹出口に取り付けた時は発生びか 
な<なります。 

C 送風運乾） 

参送風機のみの運転となり、前面の吹出口より送風して室巧空気の循環をおこないます。 

(ドライ（イオン）運輯〇 

参微風運転をして冷風の吹出し量を抑え、周囲温度よりやや冷たい乾燥した空気を吹き出し 
て除湿しまず。（排気口からは熱風を吹き出しまず。）マイナスイオン吹出口からはマイナス 
イオンを発生します。ただしダクトグ U ルを吹出口に取り付けた時は発生びかなくなります。 

r メモリ-運車。 

参一度セットした運転条件は、停電や電源プラグを抜かない限りマイコンに記憶されます。 
次回からは運転ボタンを押すだけです。（タイマー設定は解除されまず） 

刀タイマ--運載） 

参切タイマー運転にしまずと、日.日、]、2、4、目時間のラち、お好みの時間経過後に運転 
を停止させることびでをまず。 

Oj ズム運幸丘 ) (送風運転時も使用可） 

•冷風(イオン）運転時に、風量切替えを rU ズム」にすると、送風機び自動的に ON (約7砂間）、 
OFF (約2秒間）を繰り返すリズム運転になります。 

•冷風を連続して体に当5ないよラにしたい場合にご使用ください。 

(3 — h * スイソグ^ 

参縦ルーバーを左ちにスイング(首振り）させることびでさます。 

また、お好みの角度で止めることびでさます。 

除菌フィルタ~ j 

参酵素除菌フィルターで細菌、ウィルスを除菌し、フィルターのカビの発生を抑えます。 


附属品の使用例 


1冷風.除湿機として 


2スポット- クーラー として 




、么 

/で 

風 


附属品を使用せず冷 
風-除湿機として使 
用でさます。主に除 
湿能力を必要とする 
時に使います。 



附属のダクトを使用 
してスポットクーラ 
-として使用でさま 
す。大部屋で一部分 
を冷やしたし"(時など 
に使います。 


3簡易冷房機として 


4ランドリーフードとして 



附属のダクト及び窓 
パネルを使用して排 
熱を室外に出すこと 
により、簡易冷房機 
として使います。 


IJW4^ 
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附属の夕'クトを使用 
してランドリーフー 
ドとして使用でさま 
す。除湿能力と排熱 
ですばや<洗た<物 
を乾燥させます。 






各音 15 のなまえとはたらを 











r 強」一 r 弱」 

ム」と風量 
えます。 （ ド 
云時は切り 
ません） 


暨ホタン 


運輯ボタン 

ボタンを押すと 
運転を開始し、 
ちう一度押すと 
停止します。 


運転中は「点な」 
します。 

ドレンタンクわ'< 
満水になると「点 
滅」し、運転を停 
止します。 


運乾ランプ 



ボタンを押すと縦 
Jly ——ノ、——わ、之じち(こ 
連続して動さます。 
ちラー度押ずと止 
まります。 


スインクボタン 


スインクランプ 

縦ルーバーびスイング 
するとき「点な」しまず。 


操作部のなまえとはた 5 き 


切タイマーランプ 


切タイマー運転中の残 
り時間を表示して「点 
I灯」します。 

6 . 4〜6時間 

4 . 2〜4時間 

2 .] 〜2時間 

1••••日. 5〜]時間 
0. 日••日〜日.日時間 


運輯状態ランプ 

各運転に合わせて、 
各々の表示ランプ 
び r 点な」します。 


運斬切替ボタン 


押ず毎にじ令風（イ 
オン）」一「送風」 
一「ドライ（イオ 
ン）」運転の順に 
運転び切り替わり 
ます。 


(時間 ）I 

作0^ 

4〇<==> 
20«=> 
1 00 
0.5 〇。 

心イマ-^ 


K ライ0リ oij 
送風〇 

_ぶ風〇 Cxo ^ 


弱。織) 

Mi 



満水時点滅 


Mtion 


切タイマーボタン 

風量ランプ 

切タイマー運転の 

風量の状態を表 

開始-時間設定- 

して r 点な」しま 

解除をし、 

す。 

無点な- >0.5 一 1 

「リズム」運転の 

一2 一 4一目の順 

とさは r 弱」ラン 

に切り替わりま 

プび「点滅」しま 

す。 

V 7 

す。 J 


風量切 i 


押ず毎に 
一 「U ズ. 

を切り替; 
ライ運転 
替えでさ 


各部のなまえとはた、りき 












安全上のご注 


(よく読んでがずお守りください。） 


•ここに示した事項は、 A 警告、 A ミ主意に区分していまず。 

いずれもを全に関ずる重要な巧容を記載してありまずので、必ず守ってください。 

A 巧た AH /lAI A DIVIIIVIO 、 取扱いを誤った場台、使用者び死亡または重傷を 

胃 1=1 V vVMnIMIIMO ； 負う可能性が想定される場を。 


/ ; \ 目 HH V じ! ノ負う可能性が想定される場を。 

A ^ f A • 、 1-.-,^- , x 取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険が 

胃 CCAUTION) 想定される場ちおよび物的損害のみの発生が想 

定される場を。 

参説明文のお願い事項は、本機を誤りなく使用していただくためのミ主意事項び記載されて 
おりますので、必ずお守りください。 


絵表示については次のよラな意日ホびあります。 

S)sr な〇旣おこがを f ? プラグを 




分解禁止 


e 


アース 



告 ( WARNING ) 


>長時間、冷風を身体に直接当てたり、冷やし過ざない。 
特に乳幼児やお年寄り、身体の不自由な方には注意する。 
体調悪化-健康障害の原因になります。 


>電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタ 
つさのないよラに刃の根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や乂災 
の原因になります。 


>電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用- 
他の電気器具とのタコ足配線をしない。 

感電や発熱-乂災の原因になりまず。 


•電源コードは、束ねたり、引っ張ったり、物を載せたり、 
加熱したり、加工したり、物と物との間にはさんだりし 
ない。電源コードび破損する原因になりまず。 

傷んだまま使用すると感電や乂災などの原因になります。 


•空気の吹出口や排気口に指や棒等を入れない。 

内部でファンび高速回転しておりますので、けびの原因 
になります。 


•電源プラグの抜き差しにより本機の運転や停止をしなし、。 
感電や乂災の原因になりまず。 


>安全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わなし\ 
故障や火災の原因になります。 




〇\</ 


香 

〇 


/タコ足配線\ 
ぶ盾隊 ノ 








0 

_禁止 
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参アースを確実におこなラ。 

アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 
に接続しないでください。 

アースび不完全な場合は、感電の原因になることびあり 
ます。 

参可燃性ガスの漏れるおそれのある場所では使用しない。 
万ーガスび漏れて本機の周囲に溜まると、発乂の原因に 
なることびあります。 


>電源は交流1日日 V を使用する。 

100 V _ LU がの電源を使ラと、電気部品び過熱したり、乂災 
感電の原因になります。 


>定格1日 A 必上のコンセントを単独で使用する。 

他の器具と併用すると、分岐コンセント部び異常発熱し 
て発火することびあります。 


>電源プラグを抜くときは、コードを引っ張らずプラグを 
持っておこなラ。 

コードを引っ張って抜くと、コードの内部び断線して発 
熱-発乂の原因になることびあります。 

>本機を使用する場所は、振動のない、水平でしっかりし 
t ■- を面で使ザオろ 

予期せめ移動や転倒、故障の原因や、水漏れの原因にち 
なります。 



み'雨 





〇 

アース 

0 

_禁止 

〇 

指:^ 

〇 

_指示 

0 

禁止 

0 


A 注意 （ CAUTION ) 


>マイナスイオン吹出口に異物を差し込まない。 
感電やけびをすることびありまず。 


>異常時（こげくさい等）は、運転を停止して電源プラグを 
コンセントから抜き、お買い上げの販売店または、別紙 
の[お客様相談璋ロー豎 J に相談する。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電-乂災の原因に 
なります。 

>修理は、お買い上げの販売店または、別紙の I お客様相 
談窓口一覧 I に相談ずる。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電•乂災 
等の原因になりまず。 



§ 

電顆プラグを抜く 

分解禁止 


告 （ WARNING ) 


安全上のご注意 



安全上のご注意 


么注意に AUTION) 


参動植物に直接風びあたる場所には置かない。 

動植物に悪影響を及ぼず原因になることびあります。 


j ： zp^ 如卡イ^^^ し/た「し'^ 

機器の劣化により、故障や火災の原因になります。 


>押し入れなどせまい場所では使用しない。 
故障の原因になります。 


参テレビやラジオなど AV 機器から ] .日 m じ(上離して使用 
ずる。 

映像の乱れや雑音び入ることびあります。 


参この製品は運転時に前面と背面より風び出るので 
風び直接あたる所に燃焼器具を置かない。 

燃焼器具の不完全燃焼による一酸化炭素中毒などの原因 
になることびあります。 


参吹出口や排気口の風をさえぎったり、 
吸込口や空気取入口をふさいだりし 
なし、。 

製品に無理びかかって、故障の原因 
になりまず。 


社べ I 

日〇闲一""り 

3^ Si 


>この製品は、一般家庭の人を対象とした除湿-冷風機な 
ので、食品-動植物-精密機器-美術品-医薬品等の保 
存など、特殊用途には使用しない。 

製品自体並びにこれらの品質低下の原因になることびあ 
りまず。 

>この製品に水をかけたり、水のかかり易い場所(浴室など） 
に置いたりしない。また、上に花瓶など水の入った容器 
をのせない。 

倒れて水びこぼれるなど、内部に浸水して電気絶縁び劣 
化し、ショート•感電のおそれびあります。 

>この製品の上に秉ったり、物をのせたりしない。 

転倒などにより、けびの原因になることびありまず。 








〇 

指示 

0 

禁止 

0 

禁止 

§ 

0 

禁止 

0 
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> 落雷のおそれのあるとさは、運転を停止し、電源プラグ 
をコンセントから抜く。 

落雷の程度によっては、故障の原因になります。 


>部屋を閉め切つたり排熱ダクトや窓ノ くネルを取り付けて 
使用する場合、燃焼器具と一緒に運転するとをは、こま 
めに換気する。 

換気び不充分な場合は、酸素不足の原因になることびあ 
ります 0 _ 

>排熱 ダク トや窓パネルを取り付けて使用ずる場合、雨降 
りや風び強いとさは、雨水び侵入するおそれびあるので、 
運転を停止して窓を閉める。 

室内を雨水でミちずことびありまず。 




電源フラグを巧く 


〇 

確認 

〇 


•手入れ-掃除をするとをは、必ず運転ボタンを r 切」にし、 
電源プラグをコンセントから抜く。 

巧部でファンび高速回転しておりますので、けびの原因 
になることびあります。また、感電のおそれびあります。 




電源プラグを巧く 


♦この製品を移動するとをは、運転を停止し、電源プラグ 
をコンセントから抜いて、ドレンタンクの水を捨ててか 
らおこなラ。 

水びこぼれて床を巧すことびあります。 


確認 


〇 

確認 


>殺虫剤などを吹さつけない。 

変色やひび割れの原因になりまず。 



>湿度び非常に高いとき、「冷風(イオン)」または「ドライ（イ 
オン）」運転をすると、上面や背面に露び着さ、床に落ち 
る場合びあります。 




参濡れた手でスイツチを操作しなし、。 
感電の原因になることびあります。 


A 注意 （ CAUTION ) 


安全上のご注意 



を全上のご注意 


樹脂部品の割れや排 
水たれや感電の原因 


I この製品を水洗いしない。 

ショート-感電のおそれびあります。 


•本体内部の熱交換器(蒸発器-凝縮器）には手をふれない。 
手を切ることびあります。 

掃除など、やむを得ず手をふれる場合は、必ず手袋をは 
めて、手を切らないよラに注意しておこなってください。 

•長期間使用しない場合は、安全のため電源プラグをコン 
セン h か5抜<。 

ほこりび溜まって発熱-発火の原因になることびありま 



F 

I 

S 



0 

禁止 

运 

_離プラグを抜く 

で 




酵素除园フイルターの取り付け 


1本体のエアーフィルターを取りはずしまず。 

2 本体に同個されている、酵素除菌フィルターとフィル 
ター ホルダーを取り出します。 

3 酵素除菌フィルターとフィルターホルダーを袋から出 
して、下図のよラに、エアーフィルターにフィルター 
ホルダーのツメ （ 4箇所）と巧を合わせて取り付けます。 



レバ'一を下に 
巧し下げて、 
手前に引き、 

上に持ち上げる。 





ツメ/'、 


ソィ J レタ——ホ J レタ—— 

— ッ主 

醇素除菌フィルター 


江アーフィルター 



4 酵素除菌フィルターを取 
り付けたエアーフィルタ 
一を本体に取り付けます。 


-お願し、- 

★酵素除菌フィルターの交換のめやすは 
約3年です。ただし、使用時間や設置 
場所により異なります。 



ご使用前の準備 


A 注意 （ CAUTION ) 


と〇 
をあ 
。まび 
いしと 
な用こ 
し使る 
用を至 
使どに 
はなり。 
-剤まず 
レ浄詰ま 
プ洗のり 
スの路な 
浄販経ち 
洗市水に 









「冷風（イオン）」 または 「ドライ（イオン）」運範 しまず 

とドレン水び出ます。 

ドレンタンクにドレン水び7日〜80%溜まると、満 
水スイツチび働いて r 運転ランプ」 び r 点ミ威」 し、運転 
び停止します。 

ドレンタンクを取り出してかを捨て、ドレンタンク 
を元どおりに取り付けてか5再度運転してください。 
「運転ランプ」が r 点滅」後、3分似上待ってか運転 
ボタン」を押し、 一旦 r 運転ランプ」 を r 消巧」 させて 
から、わラー度 r 運転ボタン」 を押して、運転を再開 
てください。_ 


ご使用前に知っておいていただきたいこと 


この製品は冷房機ではありません 


•この製品は 、 r 冷 風 （イオン)」 および 「ドライ（イオン)」 運乾の場合は、背面の排気口 
より熱風を吹き出す構造ですので、 部屋全体を冷房ずることはでをません。 

•部屋を閉め切つて 運乾 しますと、室温が上昇ずることになりまず。 

V_ y 


7イナスイオンについて 


森林-溪流-滝など自然のさわやかな空気には、マイナスイオンび豊富に存在してい 
ます。この製品はマイナスイオン発生器を搭載し、マイナスイオンを発生させ、お部 
屋にさわやかな空気をお届けします。 



「を風(イオン)」「ドライ(イオン) J 運較中守っていただきたいこと 


室温が5〜35での節囲でご使用ください 


温度範囲 （5 で〜35む）外でご使用になると、機械の保護機能び働さ、運転できない 
ことびありまず。 （1 日ページ参照） 


停電したり電源プラグを抜いたときは 


マイコンの記憶回路び消えるため、始めから運転操作をしなおしてください。 


再運乾は3分似上待ってください 


力三ナリなどにより運転動作に異常びあつた場合は、 
一旦運転を停止して電源プラグを抜さ、3分!上過 
ざてからコンセントに差し込み再運転してください。 
★ r 運転ボタン」 で運転を停止させたとをや、 「運輯ラ 
ンプ」 び r 点滅」 して運転び停止したときなど、一旦 
運転を停止させたときは、またすぐ （3 分間政内）に 
「運転ボタン」 を押しても運転しません。 

これは機械を保護ずるためで、 3分たてば運転を開 
始しまず。 




安全上のご注意•ご使用前の準備•ご使用前に知っておいていただきたいこと 
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転(通常運お) 


運転前の確認事項 


ドレンタンクび入っていることを確認してください。 
輸送のため、ドレンタンクの上部をテープで止め 
I てあります。必ずテープを取りはずしてください 。 j 

電源プラグを、専用のコンセントに確実に差し込んで 
<ださし、。 


ドレンタンク 


R SIIIII 



電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタ 
つきのないよラに刃の根元まで確実に差し込む。 

ほこりが付着したり、接続が不完全な場をは感電ゃ乂災 
の原因になりまず。 確 P 



運転方法 


①運乾ボタンを押しまず1 


参運転を開始します。 （ r 運乾ランプ」び r 点な」します） 
参ちラー度押すと運転び停止します。 


⑤運乾切替ボタンを押しまず 


I ボタンを押すたびに、運転び次のよラに切り替わ 
ります。お好みの運転に合わせてください。 

ち風（イオン：)}->|送風卜 M ドライ（イオン) h 


参運転の切り替えを r 運転状態ランプ」び r 点な」して 
表 TJX します。 


③運乾停止 j 


参「運転ボタン」を押します。（全てのランプび r 消な」します） 


冷風ランプ 


3^® D 

(時巧）冷 風 i (JpiO 

日.5た]"弱〇 4巧 〉/ 




①③ 


★ r 冷風（イオン)」運転-「ドライ（イオン）」運転時に、マイナスイオンを発生しまず。 
★ r 冷風（イオン)」運転-「ドライ（イオン）」運斬ま、運転を開始して3分間は送風のみ 
をおこない、 3 分たつてからコンプレッサーび起動して冷風運転またはドライ運転 
をし除湿しまず。これは、機械を保護ずる 3 分間保護機能によるものでず。 
★室温び使用温度範囲（日む〜 3 日む）外のときは、「送風」運転しソ外の運転はしないでく 
ださい。 r 冷風(イオン)」または「ドライ（イオン）」運転をしまずと、機械の保護機能 
び働き、コンプレッサー日 N • 日 FF (間欠運転）をすることびあります。 

★低温時には、内部の熱交換器の霜取り運転（間夕運転）をおこなラことびあります。 
このとき、 r を風ランプ」び r 点滅」します。 （ 12ぺージを参照ください） 


0 





風量調節のしかた 


風量切替ボタンを押しまず 


• r 冷風（イオン）」 あるいは r 送風」運転 中にボタンを 
押すと、押すたびに風量び次のよラに替わります。 
お好みの風量に合わせてください。 

強卜 > 1弱リズム 

参風量の切り替えを r 風 量 ランプ」 び r 点な」 して表示 
します。 

強 . 強風量で運転しまず。 

弱 . 風量をおさえ静かな運転をします。 

リズム ••弱風の日 N (7秒） • 日 FF ( 2秒）の間隔で自動 
的に繰り返し、自然な感じの風び得られまず。 
★「ドライ（イオン）」 運転のときには風量切り替えは 
でさません。 



風墨ランプ 


、•ライ 0 CionJ 
送風〇 

冷風〇 Qo ") 〇 




_弱〇 I 織〉 


巧水時点巧 




長時間、冷風を身体に直接当てたり、おやし過ざない。 
特に乳幼兒やお年畜り、身体の不自由な方にはごを 意< 
ださい。体調悪化•健康障害の原因になりまず。 



風向調節のしかた 


①スイングボタンを押しまず^ 


参縦ルーバーび、左ちに連続して動さます。 （「スイ 
ングランプ」 び r 点な」 します） 

参ちラー度押すとスイングび停止します。 

-お願い- N 

縦ルーバーは絶対に指で動かさなし''でくださし''。 
破損ずる場合びあります。 


③横ルーバーを指で動かしまず 


>縦ルーバーをほぼ正面の位置で止めてから、横ル 
ーバーを上下にお好みの方向に動かし上下方向の 
風向さを変えます。 


A 


空気の吹出口や排気口に指 
や棒等を入れない。 

内部でファンが高速回乾し 
ておりまずので、けがの原 
因になりまず。 


0 



スイングランプ 


卜づィ0リ〇が 
送風〇 

ぶ風0 Ck ^ 



22 A ソスみ 

§90 (おお) 





横ルーバー 


縦ルー•バ- 










切タイマーランプ 


•運転中に r 切タイマーボタン」 を押して、タイマー 
時間を設定します。 「切タイマーボタン」 を押すた 
びに 

無点な 一0.日一1 一2一4一日 

と各時間に順次切り替わり、 「切タイマーランプ」 
び r 点な」 します。 


参セットした時間び経過すると運転び停止します。 

•タイマーセットを解除ずる場合は、 「切タイマー 
ボタン」 を押して、 r 切タイマーランプ」 を r 消灯」 に 

します。連続運転に切り替わります。 


切タイマ-ランプ 

0.5 

1 

2 

4 

6 

残り運転時間 

日〜0.日時間 

日.日〜]時間 

1〜2時間 

2〜4時間 

4〜別寺間 


このタイマーは、例えばタイマーセットをして「切 タイマー ランプ」の目を「点打」させ 
ると、残り運転時間は目時間にセットされますび、残り運転時間び4時間から目時間 

の間は r 切 タイマー ランプ」は6を「点灯」し続けます。 



_ 低温時の使用上のごミ主意_ 

本機は、低温（室温約12でじ(下）において、コンプレッサーび日 N ’ OFF する（間欠運転 
する）ことびありまずび、これは、内部の熱交換器の霜取り運転をおこなっているた 
めでずので異常ではありません。 

また、低温高湿度で長時間連続使用されますと、内部の熱交換器(蒸発器)の霜び取り 
きれなくなり、凍り付くことびあります。 

ときどきエアーフィルターをはずして、熱交換器び凍ってないことを確認してくださし、。 
(うっす5白く霜び付いている程度は問題ありません。） 

をし、凍り付いていましたら、運転を停止させてください。 


切タイマー運転のしかた 


タイマ ー 運転 

※本機のタイマー運転は、現在の運転状態を、ある時間後に停止させる（切タイマー）運転 
でず。 







ドレン水の処理のしかた 




4ドレンタンク扉を、元どおりに閉めます。 

5 「運転ランプ」び r 点滅」してから3分間待った後で、「運乾ボタン」を押し、ランプの 
r 消な」を確認してから、再度 r 運転ボタン」を押してください。 


2排水口からドレン水を捨てます。 

Q 排水後、ドレンタンクの前後を間違えないように、矢印に従って、止まるまで確実 
に入れます。 


1本体背面のドレンタンク扉を開け、ドレンタンクを静かに引き出します。 


参じち風（イオン）」または「ドライ（イオン）」運睹をしますと、ドレン水び、機内のドレ 

ンタンクに溜まります。 

♦ドレンタンクに除湿された水び7日〜8日％溜まりますと、運転び停止し、「運乾ラン 
プ」び「点滅」します。 

「運乾ランプ」び「点滅」した場合は、次の要領で背面からドレンタンクを取り出し、 
溜まった水を捨ててください。 




連続排水ずる場台 （ ドレンタンクを使用しない) 


1ドレンタンク扉を開け、ドレンタンクを取り出します。 

2 本体内部のドレンパイプの先端に、市販のビニールホース 
(内径1日 mm ) を接続し、市販のホースバンドで固定しまず。 
3ビニールホースをドレンタンク扉の穴に通し、扉を閉め、 
ビニールホースの先端を、庭やべランダ等の排水溝のある 
所に設置してください。 

♦ ドレンタンク扉の穴にホースを通しづらい場合は、ドレ 
ンタンク扉をはずして排水してください。 

/-お願い- N 

•必ず手袋をはめておこなってください。 

•市販 ホースとの 接続 部は、ホースバ ンドや テープ 等を 
卷さ、水漏れしなし^よラにしてくださし" i 。 

♦ホースを延長する場合は、途中で折れ巧びらないよラ、 
また、ホース取り出し口（ドレンタンク扉の穴）の高さ 
より高くな5ないよラにしてください。 


ドレンパイプ 


ホース 
バンド 


市販の 

ホー乂 


111111 



ドレンタン 



-お願し、- 

ドレンタンクの入れ方び悪いと、ドレンタンク扉び閉ま5なかったり、ドレン水 
び漏れることびあります。ドレンタンクは本体に正しく入れてください。 


ドレンタンク （ 標準装備）を使用ずる場を 


タイマ—運転•低湿時の使用上のま意•ドレン水の処理のしかた 




上手な使いかた 


経済ので快適にお使いいただくために 


排気の処理を適正に 


お風運転 


除湿運転 


開ける 


閉める 


■冷風運輯時 f ~^ 

排熱び逃げるように、窓を開けて使用してください。（または排熱ダクトを使用し 
て < ださい。） 

■除湿運輯時 （ r 冷風（イオン）」運転または「ドライ（イオン）」運転で除湿ずるとき） 

窓ノくネルを使用しない時は窓や出入口を閉めて、湿気び侵入しないよラにしてくだ 
さい。（室温は少し上昇します。） 


フィルターの掃除はこまめに 



フィルターの目づまりは、風量び減り、 

;令風効果を弱めます。2週間に1回は掃 
除をしましよラ。 ( 1日ページ参照） 


直射日光を入れない 



直射日光をカーテンやブラインドでさえ 
ざりましよう。 


静かな運輯をご希望のときは 
r 弱」で 


熱の発生は少な< 



遠勤 r 勺 


リズム 満水時点滅 

知^^ 

ん切—替 IU / W ； 




な 


おやすみになるときなどは r 風 量 切替ボ 
タン」 を 「弱」 にしてご使用ください。 


室内には、でさるだけ熱源になるをのを 
置かないでください。 




エアー フィルタ 


、巧かな旦^/«へ±ョ シ―■スン中は2週間に1回程度 エアー フィルタ 

壓おのお除 


r -お願い- N 

蒸発器-凝縮器のフィンで手を切ら 
ないよラに、必ず手袋をはめておこ 
なつてください。_ 

C エァ ーフイルター 

フィルターにほこりび溜まりまずと、 
空気の通0び悪<なり、冷風効果び低 
下します。次の要領で掃除してくださし、 


レバーを下に妾又；;夕— 
押し下げて、一- 
X 手前に引き、 


rm - ( 

レバー 

if 

1 



電気掃除機で 

吸い取ります。 


女強く引っ張りなし'^でくださし'\。 

★4 日で从とのお湯で洗わないで < ださし、。 

フイルターび縮むことびありまず。 


G 凝縮器） 

ドレンタンクを取り出して （1 ：： 

ページ「ドレン水の処理」を 
ご覧ください）から、下図の要 
領で、掃除機やブラシを使用 
して凝縮器表面の巧れを取り 
除いて <ださい。 

(凝縮器に素手で触れると、 

指を切るおそれびあるので、 

必ず手袋をはめ、掃除機や 
ブラシを使用して掃除して 
<ださい） 

r 諮素除菌フィルター0 

酵素除菌フィルターをエアーフィルターより 
取りはずし、軽 < 水ですすいで巧れを取り除さ、 
乾燥させてください。 

★強く洗わないでください。 

★エアーフィルターをはずしたままで運転 
しなし、でください。機械部にほこりが入り、 
故障の原因になりまず。 


A ミ主意 


水洗いしない。 

ショート-感電のおそれがありまず。 


0 


•やわらかい布で、か5ぶさしてください。 ザ ！バ 

•特に巧れびひどい場合は、めるま湯でふをとってください。 

■4( rciu 上のお湯は使わないでください。 

プラスチックび変形ずることびあります。 

■次のようなものは使わないでください。塗装面やプラスチックをいためまず。 

ベンジン.シンナー.みびさ粉など。 

■化学ぞラさんをご使用の際は、そのミ主意書に従ってください。 


ニツト各部のお手入れ 


凝縮器 


お手入れの前に 


A ま意 


•手入れ.掃陈をずるときは、必ず運輯ボタンを r 切」にし、 

電源プラグをコンセントか5巧く。 

巧部でファンが高速回転しておりまずので、けがの原因 
になることがありまず。また、感電のおそれがありまず。 

•電源プラグを巧くときは、コードを引っ張5ずプラグを離‘プラク挪く 
持っておこなう。 


曰常のお手入れ 


上手な使いかた•日常のお手入れ 














日常のお手入れ 




ご使用状態や周囲の環境によってを変わりますび、この製品を数シーズン （2 〜 
3年）ご使用になりますと、内部びミちれて能力び低下することびありますので、 
通常のお手入れとは別に、点検整備をお勧めします。（製品を長持ちさせ、 劳。 
してご使用いただけます） 

参点検整備には専門技術を必要とします。 


市販の洗浄剤などを使用しまずと、樹脂部品 
の割れや排水経路の詰まりに至ることびあり、 
水たれや感電の原因にをなります。 


ますか。 

^電源プラグとコンセントの間に"ゆるみ"びない^ 

I ことを確認して<ださい。 J 

電源プラグ、コンセントにほこりや';ちれび付着して 
いませんか。巧れていれば、電源プラグを抜いて掃 
除してください。 

アース線びはずれていたり、途中で切れていたりし 
ませんか。アースを正しくおこなってください。 


長期間使用しない場合の手入れ 

参長期間使用しない場合は、ドレンタンク巧の水は必ず抜いておいてください。 

シーズン後には 

シーズン前には 

♦ドレンタンクを掃除して、取り付けて 
おいて < ださい。 

参晴れた曰に半曰ほど r 送風」 運転をして、 
機器の巧部を乾燥させてください。 
•電源プラグを、コンセントから抜いて 
おいて < ださい。 

参掃除をして巧れを落としてください。 

参エアーフィルターを掃除して、取り付 

けておいて < ださい。 

V 

参ドレンタンクび入っていること（連続 
排水の場合は排水ホースび接続されて 
いること）を確認してください。 

参エアーフィルターびミちれていないか確 
認してください。 


定期点検 


半年〜1年に一度、定期点検に;欠の点検をおこなってください。 

もしご不審な点がありましたら、ずぐお買い上げの販売店にご連絡ください。 

r r r 電源プラグびコンセントにしっかり差し込まれてい 


点検整備 


n ンセント 












■じ Lb のことをお調べになり、それでち具合の悪いとさや下表のよラな現象び出たとさは、 


運転を停止し、電源プラグをコンセントからおさ、すぐお買い上げの販売店にご連絡く 
ださい。アフターヴービスについては19ページをご覽ください。 

こんなとさは、ずぐ販売店へ 


•ブレーカーやヒューズびたびたび切れる。 

参スイツチの動作び不確実。 

•誤って製品内部に異物や水を入れてしまった。 

参コードの過熱や、コードの被覆に破れびある。 

_> 


停電ではありませんか。 
ヒューズは切れていま 
せんか。 



エアー フィルタ--や、熱 
交換機(凝縮器）び巧れて 
いませんか。 



(1 已ぺージをご覧くださし、) 


電源プラグびコンセン 
卜か5はずれていませ 
んか。 

運転スイッチは日 N (入) 
になっていますか。 



お部屋の中に思わめ熱 
源びありませんか 



運転ランプび点滅して 
いませんか。 



水を捨てて < ださい。 

(13 ページをご覧ください) 


吸込口や空気取入口- 
吹出口や排気口びふさ 
びっていませんか。 



サービスを 依頼ずる前に 


故障かな？と思った5 次のことをお調べください。 


日常のお手入れ•定期点検•ヴービスを依頼ずる前に 


まったく運転しない 冷えが悪い 
_> 


A 







け一•ビスを依頼ずる前に 


これは故障ではありません 


停止直後に再運 
転でをない。 

運転を停止後3分間は、再運転をス 
トップして機械を守り、ヒューズ、 W 

ブレーカー切れを防ぎます。 

(マイコンに組込んである3分間保 ろ《 
護回路び自動的に働をまず） 

戸 

\ 

W 


うがみ 

音がずる。 

運転中や停止直後に"シュー"という音びずることびありまず。 
これはユニットの中の液び流れる音でず。 

運転の開始または停止時に"ピシピシ"と音びする場合びあり 
ますび、プラスチックの熱膨張、熱収縮による音です。 

運範音が大さい。 

製品を置く設置面び弱かったり、傾斜したりしていませんか。 

ドレンタンク、エアーフイ j レター等び正しく取り付けてあり 
ますか。 

においがずる。 

運転中に吹さ出ず風びにおラことびありますび、これは、ユ 
二、ソ トに付いたタバコや化粧品などのにおいです。 


お願し、 


それでも異常びあるときは、運転を停止して電源プラグを抜き、お買い上げの販売店 
にご連絡のうえ修理をお申しつけください。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電-乂災の原因になりまず。 

V___> 

♦お申し出により L _ 出張修理 I いたしまず。 




A 


修理は、お買い上げの販売店または、別紙の面客 i 蘇！ 
談窓口 ~覧1 に相談ずる。 

ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電.乂 
災等の原因になりまず。 


分解禁止 


使用中に異常が生じたときは、直ちに運転を 
停止して電源プラグを巧き、お買い上げの販 
売店に修理を依頼してください。 

アフタ— サービスを お申しつ けいた だくとを 
は、ちのことをお知5せくださし、。 


型 式… TD 巨- D]SF 

故障状態•••でさるだけ詳しく 
ご氏名-ご住所-電話番号 


アフターサービス 
でお困りの場をは 


アフターヴービスについてご不明の場合、その他お困りの場 
合、お買い上げの販売店か別紙の I お客様相談窓 巧に 
お問い合わせくださし、 


_ ご転居により、お買い上げの販売店のアフターヴービスを受 

転居されるときは け5れなくなる場合は、前もって販売店にご相談ください。 

J ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていたださます。 


フターサービスについて 


保証について 


この商品は保証書付きでず。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしまずので、記載内容をご確認い 
たださ、大切に保管してください。 

•保証期間はお買い上げの曰か51年間でず。 

(ただし、冷凍サイクル部分は3年間です。） 

なお、保証期間中でち有料になることびありますので、保証書をよ<お読みください。 

保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理によつて機能び維持でさる場合は、お客様のご要望により修理いたします。費用 
など詳しいことは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店からのま文により、補修用性能部品を販売店に供給しまず。 


補修用性能部品の 
保有期間について 


除湿-冷風機の補修用性能部品の保有期間は、製造打 
切後9年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要 
な部品です。 


保証と アフターサービス (必ずお読みください) 


ヴービスを依頼ずる前に•保証とアフタ I ヴービス 



仕様 


Cmm ~- 

TDB - D 12 F 

マイナスイオン発生ち法 


電子放射式 

電 源 


単ネ目] 0 OV 曰 0/60 HZ 

冷 風 能力 

KW 

日.98/] .1 6 

消費 電力 

W 

冷風370/430 

風 量 

mVmiri 

3.4/4 

除 湿 量 


1 1/14( L / clay ) 

ドレンタンク容量 

L 

2.4 

— 1 — 卜 Is ?: で 

m 

1.8 

夕 f 
形 

法 

高 さ 

mm 

660 

幅 

266 

與 行 

354 

L 質 量 

— ^ — 

19 J 


( 1 ) / で示されている値は左側び 50Hz、 右側び 60Hz の値です。 

(2) 冷風特性は、室内空気条件3日む0目、相対湿度7日％強運転の時の値でず。 

(3) 除湿特性は、室内空気条件 27°CDB、 相対湿度目日％の時の値です。 


附属品の取付け方法 


♦取付けの前に、必ずこの取付け方法をお読みいただき、正しい取付けかたでご使用くだ 
さい。 


{ 必ま意 （ CAUTION) 1 

♦取り付け部品は、必ず附属部品を使用する。 

当社指定部品を使用しないと、事故や故障の原 
因になりまず。 

•排熱ダクトの窓側吹出口は、吹さ下しなどによ 
り窓か5雨風び浸入しない場所に取り付ける。 
室内を巧すことびあ0ます。 

参排熱ダクトの窓側吹出口からの温風や騒音び、 
隣家の迷惑にならないよラな場所を選ぶ。 

•排熱ダクトの窓側吹出口付近には障害物となる 
物を置かない。 

機能低下や騒音増大のちとになります。 

♦雨降りや風び強いとさは、風雨び漫入するおそ 
れびあるので、運転を停止して窓を閉める。 

室内を雨水でミちすことびあります。 

V 

♦ダクトホースは、附属品じ(がのをのを使用しな 
し、。排熱夕'クトを改造しなし、。 

冷風び出なくなることびあります。 

y 


G 同徊附属品） 



ダクトキャップ 



排熱ダクト カバーホルダー 




タク トホース 
(28 已〜1100 mm ) 


MM 

固定ネジ （4 本) 



排熱ダクト 



L 型金具 



ダクトグリル 


木ネジ （2 本) 



窓パネル 





























スポツ トクーフー として使用する場合 (マイナスィオンの発生はかなくなります) 


※ダクトを使用して「スポットクーラー」として使用する時は、冷風は r 強」でご使 
用ください。 r 弱」で使用した場合は水滴び付くことびありまず。 ダクト 

/キャップ 

ダクトホースをダクトグ U ルのねじ込み部だけ延ばして、 畢 

ちに回しなびら、夕'クトホースび止まるまでねじ込みます。 がクト 

そしてダクトキヤップをはめまず。 1^9^ホース 


-お願し、- 

★ダクトグリルを落下させると破損ずることがありまず。 
★ダクトホースを取付けるとき、ねじ込み部を延ばさな 
いと、破れることびありまず。 


製品本体の横ルーバーを約3日°上向をにし、縦ルーバーを 
垂直にしてください。 

-お願い-:-V 

★ルーバー位置を変更しないと、冷気がスムーズにダク 
トホースの口か5出ません。 


ダクトグリルのツメを吹出口のダクトの角巧に挿入し、下 
げて固定しまず。 


4夕'クトグリル本体に手を添えなびらダクトホースを巧げ、 
冷風を送りたい場所に向けて運転してください。 

( -お願い- 

★ルーノ（一のスイングは使用しないでください。 

★ダクトホースは立てた状態で、1回で曲げ5れる長さ 
切上に伸ばさないでください。又、曲げずぎると自重 
で先端が自然に下降ずることがありまず。 

★ダクトホースを延ばしずざたり、湿度び高い状態(約70%) 
では、ダクトホースなどに水ミ商が付くおそれがありまず。 
水滴が付いた場合は、必ず巧等でふき取ってください。 
(ダクトが;令却されて空気中の水分が表面に凝縮ずるた 
めでず。） 



延ばず 


ダクト 
グ IJ ル 



縦ルーバー 





附属品の取付け方法 





①取り付ける前に、次の工具を用意してください。 
コインまたは （一） ドライバー、 （+) ドライバー、 
ナイフまたは八サミ。 

③窓枠か上下ともレール式の場合は、（図 一 1) のよう 
にしてご使用ください。 

③窓枠の上び溝式および木窓の場合は（図一 2) のよ 
ラにしてご使用ください。 



①窓パネルを取付ける前に窓の高さを測定してください。 

• 972 mm 〜14日 0 mm までは窓ノ（ネルをそのまま使用でをます。 

• 78日 mm 〜 972 mm までは窓パネルを取付長さに合わせパネル A の巧びかくれ 
るノ くネル巨の部分をノコギリ等で切断して調節しまず。 

この時必ず2枚の窓ノくネルび5 cmiU 上重なるようにしてください。 


5 cm 似上残ず 


ノはル A 



切断長さ 


②パネル A の巧にホルダーを固定ねじ （4 本）で固定 
して < ださい。 


ホルダー 


窓パネル 



固定ネジ 


窓パネルの取り付け方法_ 

※この窓パネルは、排熱ダクトと組み合わせて使用ずるちのです。 

r -お願し、- 

女この窓パネルは、鉄製の窓や、特殊な窓には取り付けできないことがありまず。 
★作業時は手ぶくろ等の保護具を着用してください。 


附属品の取付け方法 






咐属品の取付け方法 


r 


•排熱ダクトカバーのツメを図のよラにはさみで切って 
<ださい。 (25 ページ設置例参照） 


窓ノ（ネルをたてに取付ける時に切る 






rs—JT 




窓ノ（ネルを横に取付ける時に切る 


③排熱ダクトカバーの保護紙をはびした後、窓パネルの凸 
起の巧に、通してください。 

《凸部は折れやすいので取り扱いには充分ミ主意してくだ 
さし、。 


④窓パネルを引き伸ばし、上下のレールまたは溝に取り付 
けてください。必ず窓の戸と同じレールまたは溝に取り 
付けてください。 

•はずれ防止のため、必ず2枚の窓パネルが、日 cnU ソ 
上重なるようにしてくださし、。 


⑥窓パネルびガタつくことびないよう、窓パネルを上下に 
広げなびら、ねじを締めてください。 

ねじは、コインまたは（一 ） ドライバーで確実に固定して 
<ださい。 


•木枠等に窓パネルを取り付けたとさ、窓パネルび 
前後にたわむ場合は、図示のよラに L 型金具をパ 
ネル A . 巨の間にさし込んで、固定してください。 





d 巧博みダクトを、窓パネルのホルターに差し込んでください。 排熱ダ外 

•取り付けび完了しましたら、各部のゆるみやはずれび 
ないか確認してください。 ^ 


ホルダー 



[スライド窓設置例] 


[上げ下げ窓設置例] 


1 



※施錠でさない取り付けの場合、外出する時やご使用にならない時は. 

防犯の為、窓パネルを取りはずしてください。 

※運転時は窓びあいていることをご確認くだホい。 


その他の排熱の方法 


ダクトホースを强ずし、本体をできるだけ窓や蘭こ近づけて、 
排熱ダクトを扉や窓にはさんでください。 

※ダクトホースの最大長さは] m です。 


[設置例] 







[室内側] 





附属品の取付け方法 




お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


/型 式 

TDB - D 12 F 

お 買 上げ年月日 

年 

月 

曰 

お 買 上げ店名 


(電話番号） （ 

) 

一 

J 


1 C こミミミミミ 株式を巧トヨトミは快遇巧惧の一助としてこの取}及説明 g は再生巧を保用していまず。 V - 項) 

畢ミ七ミミぶ 

ぶ巧だを车100%巧を化$巧巧してい:*す 


運転スイッチを停止にし、電源 
プラグをコンセントから抜いて、 
必ず販売店に点検-修理をご相 
談<ださい。費用など詳しし、こ 
とは、販売店にご相談くださし、。 


•コゲくさいにおいびずる。電 
源コード、プラグび異常に熱し、。 
♦運転音び異常に高くなる。 

参水漏れびする。 

参漏電ブレーカーびひんぱんに 
落ちる。 

参その他の異常や故障びある。 


長年ご使用の除湿.冷風機の点検をぜひ./ 


TDB-D12F 取扱説明書 


このよラなことは 
ありませんか 










